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13、「平成２７年度甲府市病院事業会計決算、医療の

安全性確保について」 

（16 年 9 月 26 日） 

ＲＩ検査問題の事故発生以後、平成２４年から、医

療の安全性確保のシステムとして、インシデントの収

集に重きを置いてヒューマンエラー防止手法を使っ

て医療現場で発生するインシデント、アクシデント事

象の解析、対策を行いました。平成２６年度から体系

的なヒューマンエラー分析思考手順によるＩｍＳＡ

ＦＥＲのフレームワークを使って行うリスクマネジ

メントシステム手法を導入されているのは承知をし

ています。また、平成２７年度に新たに医療安全を推

進するためのフレームワークとして、ＴｅａｍＳＴＥ

ＰＰＳで医療のチームパフォーマンスとエビデンス

向上を目的に患者のアウトカムの最適化、それから医

療安全文化の醸成を目指し導入しているものとも聞

いています。 

そこで質問いたします。このインシデント解析につ



2 

 

いては、平成２６年２月からリスクマネジメント経験

を持つ看護師さん１名が配置され、平成２６年度で５

８件の分析が行われていることは承知していますが、

平成２７年度のインシデント報告数と、その中でもし

重大と思われるようなインシデントの有無がありま

したらお示しください。 

◯丸山総合相談室長  

インシデントの報告について報告させていただき

ます。 

平成２７年度のインシデント全体につきましては

３，４５０件ございました。リスクマネジャー会議を

毎月、１回で行っております。その中で、特に重要な

件数につきましては３６件の検討、是正を行っている

状況でございます。 

 以上です。 

◯佐野委員  

いろんなことで出せない情報があるかと思います

けれども、その３６件で一番重要と思われるのはどの
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ような事象だったか、お示しいただけますか。 

◯丸山総合相談室長  

わかる範囲でお答えさせていただきたいと思いま

す。 

患者さん等を誘導しているときにつまずいてしま

ってけがをしてしまったというような重要なアクシ

デント等が報告等で上がっております。 

 以上です。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。もう１問、質問させてい

ただきたいと思います。先ほどのリスクマネジャーの

会議のことなんですが、職員を含めた各部門のリスク

マネジャーに対して、この１年の教育、それからリス

クマネジャー会議の平成２７年度の開催状況それぞ

れについてお聞かせをいただきたいと思います。 

◯丸山総合相談室長  

リスクマネジャーの研修等につきましては、公益財

団法人山梨県看護協会で実施しております医療安全
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研修に２名の看護師が参加しております。また、公益

財団法人日本看護協会が実施しております医療安全

研修につきまして１名が参加をしております。また、

リスクマネジャー会議につきましては、先ほども御説

明したとおり、月１回、リスクマネジャーの会議を行

っております。 

 以上になります。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。これは毎年聞かせていた

だいているんですが、ＲＩ検査問題については二度の

発生は絶対しないということがまず大事だと思いま

す。毎年このお話はさせていただいているんですけれ

ども、私も民間会社の品質保証部にいまして、ずっと

不具合解析とか、対策とかをやっていたんですけれど

も、不具合発生確率については、１対２９対３００と

いう、例のハインリッヒの法則があらゆる分野での事

故の確率とかに適用されると思います。先ほどもあり

ましたけれども、３００回、ヒヤリハットするような
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ことがあれば、２９回の軽微な事故、それから１回の

重大な事故につながると思います。 

ぜひ改善手法として、今あるシステムを、それこそ

ＰＤＣＡを回して日常的に業務改善が図られるよう

に、まずは教育と周知をしていただきたいと思います。

今後も未然防止としてのインシデント管理を続けて

いただきたいと強く要望して終わります。 

 以上です。 
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14、「１０款教育費、生徒指導の充実スクールソーシ

ャルワーカーについて」 

平成２７年度中にスクールソーシャルワーカー設

置等の検討はされたんでしょうか。 

◯松田学校教育課長 

先ほどもちょっとお話ししたところでございます

が、平成２７年度に検討を行いまして、本年度、平成

２８年度より学校教育課内の学校危機管理係にスク

ールソーシャルワーカー１名を配置したところでご

ざいます。 

◯佐野委員  

ありがとうございます。私も昨年度、子どもの貧困

の質問の中で、スクールソーシャルワーカーについて

は設置をしていただきたいと要望しました。現実的に

は学校の先生方がなかなか家庭の中に入っていくと

いうのはできないことでございます。 

社会福祉士の資格を持っているスクールソーシャ

ルワーカーが、いわゆる甲府市で言われているチーム
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学校として家庭の中にも入っていくということは非

常に重要だと思っていますのでしっかり進めていた

だいて、貧困対策に資することについても進めていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 
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15、「生徒指導アドバイザー１名、自立支援カウンセ

ラー３名について」 

このそれぞれ３名、１名の対応や内容については、

平成２７年度は１２７回、１３２人の相談を受けてい

ると実績報告書の２７７ページに書いてありますが、

この３名、１名ともそれぞれ同じ内容で対応されてい

るのかどうか、まずそれをお聞きしたいと思います。 

◯松田学校教育課長 

まず生徒指導アドバイザーと自立支援カウンセラ

ーのそれぞれの職務につきましてですが、生徒指導ア

ドバイザーにつきましては、いわば嘱託の指導主事と

いう形で学校教育課のほうに勤務しておりまして、各

学校の生徒指導上の諸問題への指導、助言、それから、

毎月各学校から不登校の個別支援カードが市教育委

員会のほうへ報告されます、また学期に１回、いじめ

問題のアンケート結果につきましても市教育委員会

のほうへ報告されます、こういったものの中を分析し

まして必要に応じて各学校のほうへ直接指導、助言に
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行くというようなことを主な職務としております。 

自立支援カウンセラーにつきましては、教育研修所

のほうに勤務しておりまして、電話、来所での相談、

それから、それぞれ担当の学校がありまして、そうい

った学校への、主に不登校関係の教員への指導、助言

というふうになっております。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。それでは、個別にお聞き

をしたいと思いますが、まず不登校の相談なんですが、

平成２５年度については２２件、それから平成２６年

度はふえて５５件と承知をしているんですが、平成 

２７年度は何件あったかと、この件数について、対応

されて解決を見たものは何件あるかというのを教え

ていただきたいと思います。 

◯松田学校教育課長 

教育研修所の自立支援カウンセラーのほうへ相談

のありました不登校の相談ですけれども、平成２７年
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度は５１件でございます。 

ただ、このうち何件、解消といいますか、学校復帰

につながったかという御質問でございますが、全てが

お名前をいただいて相談等を受けているわけではな

いので、申しわけありません、そこのところははっき

りした数をつかんでおりません。 

◯佐野委員  

ありがとうございます。いろんな形で表へ出せない

ものがあるかとは思うんですが、まず相談を受けた段

階で、これに対処、対応する、そして解決を見ていく

というのは、最後まで確認をするということでは重要

だと思います。実際に、相談件数はこれだけの件数な

んですが、この先こういうことができて不登校の解消

につながっていくということが主目的だと思います

ので、どうか対応についてはきっちりと進めていただ

きたいと思います。 
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16、「学習力低下の問題に関わる、学習進度等の相談

について」 

こちらについては平成２５年度が８件、平成２６年

度が１９件と、これも先ほどと同じように伸びていま

すが、平成２７年度については何件かと、そして、こ

れも同じことをお聞きをしたいと思うんですが、例え

ばよく承知ができて、こういう形でやっていけばいい

んですねというふうに相談者から解決を見たと思え

るような対応ができたかどうか、その件数がわかれば

教えていただきたいと思います。 

◯松田学校教育課長 

学習進度にかかわる相談につきましては、平成２７

年度は１２件を受けております。それぞれの内容につ

きましては、相談を受けた自立支援カウンセラーのほ

うで直接アドバイスをする場合、あるいは学校の教員

等へこういう形で相談されてはいかがでしょうかと、

そういった相談方法のアドバイスなどをする場合が

あります。具体的に、申しわけありません、こちらに
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つきましても相談内容が完全に解決したかどうかと

いうところにつきましては数のほうは把握できてお

りません。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。スクールソーシャルワー

カーについても同じ形をまずとられるかと思います。

現実的には、悩んでいる方々がいらっしゃって相談を

しにくる、そうすると、具体的なアドバイスとして対

応が重要であると思います。ここについては、今後も、

縦分け上、これはちょっとお聞きできないという場合

もあるかとは思うんですが、例えば匿名でこのような

形で悩んでいる者については、専門のところでこうい

う対応をするということでやってみたらどうかとい

うようなやりとりを、これはチーム学校ですので、そ

うした上でできたかどうかのバックをぜひしていっ

ていただきたいと思います。 

詳細はできないにしても、これが解決できたとか、

これは未解決なんだけれども進んでいるとか、こうい
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う部分については特に情報として押さえておくとこ

ろ、それから解決を見るということについてはここま

でやるべきではないかなと思っております。これは要

望でお願いをしたいと思います。 

いずれにいたしましても、甲府市では、前から言わ

れているチーム学校というのが徐々にシステムとし

ても成り立ってだんだんできているということを感

じます。どうかしっかり施策を進めていっていただき

たいということで、高く評価をいたしまして要望で終

わります。 

 以上です。 

 

 

 

 

 


